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「積雪寒冷地における道路舗装の長寿命化と
予防保全に関する検討委員会」規約

（趣 旨）
第１条 本規約は、「積雪寒冷地における道路舗装の長寿命化と予防保全に関する検討委員
会」（以下「委員会」という。）の設置に関する必要な事項を定めるものである。

（目 的）
第２条 委員会は、積雪寒冷地特有の凍結融解や老朽化による損傷等の現在抱えている舗装
に関する問題点に対して、ＡＩによる損傷状況の把握や新たな舗装技術の確立など、より耐
久性の高い舗装技術、より効率的な補修方法等について技術的な検討を行うことを目的とす
る。

（組 織）
第３条 委員会は、別表に掲げる委員により構成する。
２ 委員長が必要と認めるときは、新たに委員を加えることができる。
３ 委員長は、必要に応じて委員以外の出席を求めることができる。

（委 員 長）
第４条 委員会は委員長を置く。
２ 委員長は、事務局の推薦により委員の確認によってこれを定める。
３ 委員長は、委員会の議長となり、議事の進行に当たる。

（委員会の開催）
第５条 委員会の開催は、委員長が必要と判断した場合は随時開催することができるものと
し、事務局が招集する。
２ 委員会は原則として公開とする。ただし、特別の理由があるときは非公開とすることが
できる。会議の概要は事務局から公開する。

（事 務 局）
第６条 委員会の事務局は、北海道開発局建設部道路建設課、北海道開発局建設部道路維持
課、寒地土木研究所寒地道路保全チーム、北海道建設部建設政策局維持管理防災課、北海道
建設部土木局道路課、札幌市建設局土木部業務課、北海道舗装事業協会、北海道道路管理技
術センター、北海道開発技術センターに置く。

（雑 則）
第７条 この規約に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、委員長が委員会
に諮ってこれを定める。

附 則
（施行期日）
この規約は、令和３年１２月７日から施行する。
一部改訂 令和４年４月２７日
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（１）過去の検討委員会の議事概要について

資料1

「積雪寒冷地における道路舗装の長寿命化と予防保全に関する検討委員会」
【第３回 検討委員会】



■ 第１回検討会：令和３年１２月７日（火） 15:00～17:00
場所：TKP札幌駅カンファレンスセンター ホール３C

【議事概要】

１）積雪寒冷地における道路舗装の現状と課題
２）積雪寒冷地における課題に対応した「３本柱」の舗装技術に関する検討

１．耐久性の高い舗装を設計・施工する技術
２．効率的な点検・診断技術
３．効果的な補修技術

積雪寒冷地における道路舗装の長寿命化と予防保全に関する検討委員会

過去の検討委員会の議事概要

1

■ 第２回検討会：令和４年３月１５日（火） 14:00～17:00
場所：TKP札幌駅カンファレンスセンター ホール３C

【議事概要】

１）積雪寒冷地に対応した「３本柱」の舗装技術に関する技術提案・情報提供
１．耐久性の高い舗装を設計・施工する技術
２．効率的な点検・診断技術
３．効果的な補修技術

２）今後のスケジュール、ロードマップの確認（次ページ）

1



検討方針 R2(2020) R3（2021) R4(2022) R5（2023) R6(2024) R7(2025)

①コンクリート舗装の
断熱材工法

②北海道型ＳＭＡの高耐久
化に関する技術

③新たな舗装材料
（合材・乳剤）

④積雪寒冷地に対応した舗
装技術（中温化技術等）

⑤ＡＩを活用した舗装点検・
診断

⑥積雪寒冷地に対応した常
温合材

本格運用

試験道路

調査・検証

本格運用

導入検討 現場実証

ひび割れ

調査・検証洗い出し
ヒアリング

手引き改訂

2

現場実証

本格運用
ＨＢ改訂

本格運用

ＨＢ改訂

本格運用

ＨＢ改訂

本格運用

洗い出し
ヒアリング

現場実証

現場実証（承諾・技術提案等）

要領改訂現場実証

調査・検証

調査・検証

現場実証

調査・検証

現場実証

わだち
ＩＲＩ

現場実証

過去の検討委員会の議事概要



Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

（２）各委員からの技術提案・情報提供
① ３本柱の舗装技術
ａ）耐久性の高い舗装を設計・施工する技術
ｂ）効果的な舗装補修技術

「積雪寒冷地における道路舗装の長寿命化と予防保全に関する検討委員会」
【第３回 検討委員会】

資料2-1
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Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

「積雪寒冷地における道路舗装の長寿命化と予防保全に関する検討委員会」
【第３回 検討委員会】

資料2-2

（２）各委員からの技術提案・情報提供
② 新たな提案技術
ａ）「ガラス発泡軽量材」の路盤・凍上抑制層への適用
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「ガラス発泡軽量材」の

路盤・凍上抑制層への適用

川端 伸一郎
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経済産業省「新市場創造型標準化制度」

提案企業「ガラス発泡資材事業協同組合」

商品名「スーパーソル」

主な登録と認定

官公需適格組合

商標登録

エコマーク

NETIS

北海道リサイクル製品認定制度

ガラス発泡リサイクル資材（JIS Z 7313：2019）

ガラス発泡資材事業協同組合 HPより
http://www.supersol.jp/supersol
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ガラス発泡軽量材の特徴

ガラス発泡資材事業協同組合 HPより
http://www.supersol.jp/supersol
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ガラス発泡軽量材の使用例

ガラス発泡資材事業協同組合 HPより
http://www.supersol.jp/supersol
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ガラス発泡軽量材の使用例

ガラス発泡資材事業協同組合 HPより
http://www.supersol.jp/supersol
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背景

ガラス発泡軽量材を寒冷地で適用した事例は少ない（過去数例のみ）

主な検討項目

基本的性状（粒子密度と吸水率）

耐凍上性（凍上試験）

凍結融解抵抗性（凍結融解を加えたCBR試験）

寒冷地におけるガラス発泡軽量材の適用性の検討
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ガラス発泡軽量材の基本的性状

表-1 吸水条件の違いによる吸水率

吸水率
Q (%)

D max=37.5 mm
24 h 水浸(JIS法) 18.5

24 h 水浸+1h 煮沸 99.4
3 h 脱気（-95 kPa） 104.0

吸水条件

表-2 異なる条件による土粒子の密度

土粒子密度

(g/cm3)
0 h煮沸 D max=2.0 mm 1.893
1 h煮沸 D max=2.0 mm 2.267
6 h煮沸 D max=2.0 mm 2.306

D max=2.0 mm 2.320
0.075 mm未満 2.522

12 h煮沸

粒子条件吸水条件

24 h
 水浸
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ガラス発泡軽量材の凍上性・凍結融解抵抗性

表-3 NEXCO法の凍上試験結果（37.5mm以下）

w 0 ρ d ξ
(%) (g/cm3) (%) (%) (%) (%)
0.1 0.459 0.0 35.2 40.4 114.8

乾燥

密度

CBR

未凍結
凍結

融解後
保存率

凍上率
試験

含水比

表-4 JGS法の凍上試験結果（2.00mm以下）

含水比 乾燥密度 凍結速度 凍上速度
w 0 ρ d U U h

(%) (g/cm3) (mm/h) (mm/h)
0.1 0.775 1.09 0.00

・ 軽量（締固め密度は0.5以下で砕石の1/4）

・ 非凍上性

・ 強度低下なし（CBRは30以上で凍結融解による影響なし）

・ 非凍上性（破砕性を考慮して砂分以下の試料でもOK）

全項目問題なし
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ガラス発泡軽量材の熱的性質（断熱性の評価）

非定常熱線法

土槽模型試験

熱伝導率
(W/m/K)

0.087

体積熱容量
(MJ/m3/K)

0.115
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軽量材を舗装に用いた場合（仮想）の熱伝導解析

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0
11/11 12/11 1/10 2/9 3/10

凍
結
深
さ

(m
)

As混合物

路盤

凍上抑制層

路床

表-5 熱伝導解析の条件

熱伝導率 体積 体積
熱容量 含水率

λ Q θ
(W／m･K) (MJ／m3

･K) (m3
／m3)

1.448 1.875 0.00
2.192 1.728 0.08

凍上 切込砕石 2.192 1.728 0.08
抑制層 軽量材 0.087 0.115 0.00

0.751 1.451 0.25

As 混合物層

4 mモデル深度

路床

実測の表面温度入力外力

1 辺0.01 mの正方形メッシュサイズ

断面構成

熱定数

路盤

①

②

③
④

⑤

①：実測値

②：実測断面の熱伝導解析

③：凍上抑制層の全層25cmを軽量材とした想定（熱伝導解析）

④：凍上抑制層の上層15cmを軽量材とした想定（熱伝導解析）

⑤：下層路盤の全層40cmを軽量材とした想定（熱伝導解析）
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「積雪寒冷地における道路舗装の長寿命化と予防保全に関する検討委員会」
【第３回 検討委員会】

資料2-3

（２）各委員からの技術提案・情報提供
② 新たな提案技術
ｂ）市町村道路の舗装点検ＤＸとマネジメント高度化



市町村における舗装維持管理の課題
膨大な管理延長だが，予算・人員が不足
局所的，主観的な路面把握と分析
住民に対する維持管理効果が不明

1

● 市町村道路の舗装点検DXとマネジメント高度化

舗装点検データベースの構築
室蘭市との共同研究（2018年）
全管理道路約800㎞を半年で調査を完了
上記AI技術を用いて5m単位のひび割れ率を算出

舗装アセットマネジメントへの応用
① 都市レベルの修繕LCC分析
② ひび割れ路面のホットスポット検出
③ 沿道環境と交通量を考慮した優先順位付け

アクションカメラを用いた路面撮影

AI（U-net）を用いたひび割れスケッチ法（一例）

AIを用いたひび割れ点検技術の構築1) 

市販カメラを用いた簡易な路面撮影
U-netによるひび割れ率計測
路面性状測定車を正解値とする検証試験

手書きスケッチおよび路面性状測定車との比較（一部抜粋）

1) 浅田，長屋，亀山他：Unetによるひび割れスケッチを導入した簡易カメラ搭載型舗装点検の精度検証，土木学会論文集E1，2020．



舗装点検DBの構築
室蘭市と共同で路面撮影（2018年6~12月）
AIを用いたひび割れ率算出（2018年11~12月）
全管理区間のデータをCSV・KML形式で管理

※2019年以降も撮影，解析を続けDBを更新中

2

① 都市レベルの修繕LCC分析2)

客観データによる修繕対象の検討
公平な意思決定，説明性の向上

修繕LCCの「算定」
標本データによる「推計」ではなく全データからの「算定」
切削OLを組み合わせることでLCC削減が可能
現状の4km修繕では30年後まで損傷区間が増加していく予想

2) 浅田，亀山他：生活道路の舗装点検全数調査データの構築と舗装メンテナンス・マネジメントへの応用，土木学会論文集D3，2021．

既往研究・室蘭市への
ヒヤリングから各種設定



ひび割れ率CRの空間的自己相関の検証
対象路面のCRと周辺路面の平均CR（CRL）の相関係数
1に近いほど，損傷路面が特定の箇所に集中
ほとんどの地区で有意に正の相関

施工履歴や舗装構成などが不明な場合が多いが，
ホットスポットが一定箇所に広がる傾向
→街区レベルでの修繕計画も有効か

3

② ひび割れ路面のホットスポット検出3)

ホットスポットによる面的な舗装診断
既存評価では100m区間毎のCRで修繕要否を判断
提案方法ではCRとCRLがともに40%以上の区間を抽出

損傷路面が広がる箇所を優先的，集中的に修繕することで，
街区レベルでの修繕効果が早期に得られる

3) 浅田，亀山他：生活道路の舗装修繕トリアージに向けた舗装劣化箇所の面的抽出手法の構築，土木学会論文集D3，2021．

対象路面のCR

周
辺

10
0m

の
路

面
の

平
均

CR

ホット
スポット



4

③ 沿道環境と交通量を考慮した修繕優先順位付け4)

4) 浅田，亀山他：沿道住民および道路利用者を考慮した生活道路のネットワークレベル舗装評価，土木計画学研究・講演集，2021．

舗装点検，住宅，交通量のデータを空間結合 統合指標による修繕の優先順位付け
重要度RNI40%とSEDP40%で重要路面を抽出
100m区間内の重要路面数で修繕の優先順位付け

修繕効果のシナリオ分析
従来方法（CR40%で修繕）よりも，都市全体における沿道住民，
道路利用者に対する修繕効果が大幅に向上

※分析イメージ図

対象路面のひび割れ率CR 周辺路面の平均ひび割れ率SEDP

周辺住宅の合計延床面積SERH 交通量TV（PT調査データより推計）



Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

（３）現場実証（試験施工）について

資料3

「積雪寒冷地における道路舗装の長寿命化と予防保全に関する検討委員会」
【第３回 検討委員会】



現場実証の具体的な実施計画（予定）
１

試行①_コンクリート舗装の断熱材工法

試行③_北海道型ＳＭＡの高耐久化技術

試行⑥_粘弾性調整系アスファルト

試行⑤_特殊ポリマー改質アスファルト

試行②_北海道型SMAの高耐久化技術

試行⑦_耐久性の高い舗装補修技術

試行④_高耐久型弾力性アスファルト舗装

1_耐久性の高い舗装を
設計・施工する技術

3_効果的な補修技術

試行⑦_耐久性の高い舗装補修技術

【小樽開発建設部】

【函館開発建設部】

【帯広開発建設部】

【釧路開発建設部】

【札幌開発建設部】（郊外部）

【札幌開発建設部】（市街部）

【留萌開発建設部】

【稚内開発建設部】

現場実証の進捗状況について

2_効率的な点検・診断技術
（全道：各開発建設部）



ロードマップ _コンクリート舗装の断熱工法
R1(2019) R2（2020) R3(2021) R4（2022) R5(2023)

試験施工

調査・検証

要領改訂作業

国道234号
岩見沢

コンクリート舗装への断熱材工法の適用性を検討
１）調査結果（国道234号：岩見沢、国道241号：音更）をもとに、実用化に向けた検討
２）R5：道路設計要領の改訂、本格運用

国道227号
北斗

国道241号
音更

※断熱材なし

本格運用
要領改訂
作業

現場実証

2

凍結深さ測定

凍上量測定

支持力調査

1_耐久性の高い舗装を設計・施工する技術_コンクリート舗装の断熱材工法



現場実証の具体的な実施計画（予定）

試行①_コンクリート舗装における断熱工法の適用

【課題】
・既設ＡＳ舗装をＣＯ舗装へ更新する場合、置換厚が不足（置換率の違い）
・一般的な置換工法を適用した場合、既設路床を置換するためコストが増大

試験施工技術の特徴
・断熱工法を採用することで掘削深さを低減する
⇒ コスト縮減、工期の縮減が期待できる。

置換工法から断熱工法を適用

コンクリート舗装供用状況（過去の事例）断熱材敷設状況（7/25）

試験施工予定箇所：函館開発建設部
試験施工予定時期：（断熱材）７月２５日

（コンクリート舗装）８月下旬

3

1_耐久性の高い舗装を設計・施工する技術_コンクリート舗装の断熱材工法



ロードマップ_北海道型SMAの高耐久化に関する技術
R2（2020) R3(2021) R4（2022) R5(2023) R6(2024) R7(2025)

試験施工

調査・検証

手引き（案）
改訂作業

苫小牧寒地
試験道路

締固め度

切り取り供試体の室内試験

１）調査結果をもとに、実用化に向けた検討（R4実道での試験施工）
２）R6：北海道型SMAの施工の手引き（案）の改訂作業
３）R7：手引きの改訂、本格運用

転圧方法

配合改良

本
格
運
用

締固め度

きめ深さきめ深さ

手引き（案）
改訂作業

4

供用性状

1_耐久性の高い舗装を設計・施工する技術_北海道型SMAの高耐久化



現場実証の具体的な実施計画（予定）

試行②_北海道型ＳＭＡ舗装の高耐久化技術

【課題】
北海道型ＳＭＡ舗装の水密性とキメ向上の両立
（更なる高耐久化による劣化、損傷の抑制）

試験施工技術の特徴
・転圧時にアスモルを下部へ充填することが可能
・アスファルトと骨材の吸着効果アップ

⇒ 舗装の耐久性が向上

植物性繊維からアスファルト改質材への置き換え

SMA舗装用As改質材植物性繊維

試験施工予定箇所：帯広開発建設部
試験施工予定時期：８月下旬

5

試行③_北海道型ＳＭＡ舗装の高耐久化技術

【課題】
北海道型ＳＭＡ舗装の水密性とキメ向上の両立
（更なる高耐久化による劣化、損傷の抑制）

試験施工技術の特徴
・骨材粒度を細かくする、及びアスファルト量を多くする
・優れた骨材飛散抵抗・遮水性

⇒ 舗装の耐久性が向上

高耐久型 新配合の検討

試験道路における路面状況試験道路における施工状況

試験施工予定箇所：稚内開発建設部
試験施工予定時期：８月下旬

1_耐久性の高い舗装を設計・施工する技術_北海道型SMAの高耐久化



ロードマップ_新たな舗装技術
R2(2020) R3(2021) R4（2022) R5(2023) R6(2024) R7(2025)

試験施工

調査・検証

ハンドブック
改訂作業

特殊アスファルトを使用したひび割れ対策混合物の効率的な選定
経済的に優れたひび割れ対策薄層舗装の現場への適用事例
特殊ポリマー改質アスファルト
中温化アスファルト混合物（粘弾性調整系）
中温化アスファルト混合物（フォームド）

本
格
運
用

現場実証

調査・検証

新たな舗装技術の
洗い出し・ヒアリング

現場実証

6

ハンドブック
改訂作業

求められる性能・品質の確認

1_耐久性の高い舗装を設計・施工する技術_新たな舗装技術



現場実証の具体的な実施計画（予定）

試行④_高耐久型弾力性アスファルト舗装

試験施工予定箇所：小樽開発建設部
試験施工予定時期：１０月頃

・道路の縦断方向のクラックとして確認

・冬期間に路床土が凍結し、氷晶が発達
し、路面を隆起させるために発生する。

・横断方向に、ほぼ一定間隔に発生、経
年的に増える。

・急激な温度低下に伴う舗装体の収縮に
起因し、極めて寒冷な地域に多く発生。
・道東地域で多く見られる。

凍上ひび割れ 低温ひび割れ

試験施工技術の特徴
・伸縮性に優れた特殊弾力性
アスファルトにより既設舗装の
ひび割れを表面に上げない舗装

【課題】 積雪寒冷地特有の劣化、損傷の抑制

既設舗装

40mm

最大粒径13mm
特殊弾力性アスファルト

7

1_耐久性の高い舗装を設計・施工する技術_新たな舗装技術



試行⑥_粘弾性調整系アスファルト

現場実証の具体的な実施計画（予定）

試行⑤_特殊ポリマー改質アスファルト

試験施工予定箇所：釧路開発建設部
試験施工時期：７月２２日（完了）

試験施工予定箇所：留萌開発建設部
試験施工予定時期：８月下旬

・道路の縦断方向のクラックとして確認

・冬期間に路床土が凍結し、氷晶が発達
し、路面を隆起させるために発生する。

・横断方向に、ほぼ一定間隔に発生、経
年的に増える。

・急激な温度低下に伴う舗装体の収縮に
起因し、極めて寒冷な地域に多く発生。
・道東地域で多く見られる。

凍上ひび割れ 低温ひび割れ

試験施工技術の特徴
・低温域において優れた応力
緩和能力及び変形追従性
・優れた流動わだち掘れ抵抗性

【課題】 積雪寒冷地特有の劣化、損傷の抑制

試験施工技術の特徴
・特殊添加剤には劣化を抑制する成分をＡＳ舗装より多く含有
⇒ 耐久性が向上

・施工時の中温域では粘度が低くワーカビリティが高い
⇒ 広い施工温度領域で高い施工性 ⇒ 耐久性が向上

・道路の縦断方向のクラックとして確認

・冬期間に路床土が凍結し、氷晶が発達
し、路面を隆起させるために発生する。

・横断方向に、ほぼ一定間隔に発生、経
年的に増える。

・急激な温度低下に伴う舗装体の収縮に
起因し、極めて寒冷な地域に多く発生。
・道東地域で多く見られる。

凍上ひび割れ 低温ひび割れ

【課題】 積雪寒冷地特有の劣化、損傷の抑制

8

1_耐久性の高い舗装を設計・施工する技術_新たな舗装技術



ロードマップ _積雪寒冷地に対応した常温合材
R3(2021) R4（2022) R5(2023) R6（2024) R7(2025)

試験施工

調査・検証

ハンドブック
改訂作業

支持力調査

積雪寒冷地に対応した常温合材の材料品質を検証
１）過年度の実績及び調査結果（市街地：国道5号（札幌市内）、郊外部：国道234号（三川～
追分））をもとに、実用化に向けた検討

２）R7：ハンドブック改訂、本格運用

本
格
運
用

ハンドブック
改訂作業

市街地：交通量が多い箇所
国道５号、国道２７４号（札幌新道）

各社における製品のヒアリング等

9

郊外部：交通量が少ない箇所
国道２３４号追分三川～追分インター間

経過観察（剥がれ等）

3_効果的な補修技術_積雪寒冷地に対応した常温合材



現場実証の具体的な実施計画（予定）

試行⑦_耐久性の高い舗装補修技術（常温合材）

【課題】
・従来技術（常温合材）であれば、凍結融解の影響により、数日で飛散している箇所が過去から見受けられる
・常温合材の耐久性及び耐飛散性を向上させたい！

10

3_効果的な補修技術_積雪寒冷地に対応した常温合材

【現場実証の計画】

■現場実証箇所
①札幌開発建設部 国道２７４号（札幌新道）：市街地部
②札幌開発建設部 国道２３４号（追分三川～追分インター間）：郊外部

■現場実証時期
①試験施工予定時期：初冬期（１２月頃）～凍結融解を繰り返し受ける状況の確認。越冬の状況を確認
②試験施工予定時期：融雪期（２～３月頃）～凍結融解を繰り返し受ける状況の確認

・耐久性に優れている（車両走行により凹まない）
・耐飛散性に優れている（飛散しない）
・施工性に優れている（水があっても施工可能） など

【調査】
・耐久性に関する調査（調査計画書の立案）
・調査期間を検討（調査工程の立案）
・施工業者へのヒアリング（施工性など）
・材料費の確認
・ＡＩを活用した舗装損傷状況の確認

・ハンドブック改訂



全天候型
寒冷地向け常温合材(1)

全天候型高耐久
アスファルト混合物(2)

従来技術

常温合材_施工状況（施工直後（4/27）） 常温合材_施工状況（３週間後（5/18））

従来技術

全天候型高耐久
アスファルト混合物(2)

全天候型
寒冷地向け常温合材(1)

11

3_効果的な補修技術_積雪寒冷地に対応した常温合材

常温合材_施工前（4/27）
初春期（４月下旬）における比較検討

３週間後でも異状なし



Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

（４）ＡＩ活用の舗装点検・診断について

資料4

「積雪寒冷地における道路舗装の長寿命化と予防保全に関する検討委員会」
【第３回 検討委員会】



ＡＩ活用による舗装点検・区画線診断の試行

ＡＩを活用した舗装点検技術（以下、ＡＩ点検）について判定の３要素のうち、「ひびわれ率」「ＩＲＩ平坦性」について

実用化の目処が立ったことから、令和５年度からのＡＩ活用による舗装点検・診断の本格運用に向け、今年度舗

装点検システムHibiMiru（仮称）を全道の各開発建設部で試行

本格運用開始に向けた課題を抽出するとともに、残る１要素「わだち掘れ量」のＡＩ評価実用化に向けた精度検

証を実施

また、舗装点検システムの区画線判定機能を活用した、撮影動画の共有による区画線診断の効率化も合わせ

て検証

１．試行対象箇所

令和４年度のアスファルト舗装点検実施予定箇所のうち、任意の区間（下記条件に合致する箇所を優先）

①わだち掘れ量の大きい区間

②令和４年度に舗装修繕工事を予定していない区間

２．試行内容

①路面の動画撮影・保存

②撮影動画によるＡＩ点検（健全性の診断）

③撮影動画による区画線診断（既設区画線の消失状況及び消失区間の評価）

１



ＡＩ活用による舗装点検・区画線診断の試行フロー

１．動画撮影
点検対象となる道路の路面を「ウェアラブルカメラ」で撮影・保存

２．舗装点検システムによるＡＩ診断
撮影動画を舗装点検システム「HibiMiru」に取り込み自動評価

３．舗装点検システムによる区画線診断
撮影動画を「HibiMiru」の区画線判定機機能を活用して自動評価

４．試行結果の検証
・本格運用に向けた課題抽出
・わだち掘れ検知機能の精度検証
・効果検証（省力化・コスト縮減）

令和５年度より本格運用（予定）

今
回
の
試
行

※全道の各開発建設部で実施

※全道の各開発建設部で実施 ※全道の各開発建設部で実施

※全道の各開発建設部からの提供資料
を基に本局で実施

2



試行スケジュール・試行対象延長
ＡＩ活用による舗装点検・区画線診断の試行スケジュール

上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬

試行対象区間選定

路面状況動画撮影・保存

（資機材準備期間含む）

舗装点検システムによるＡＩ診断

舗装点検システムによる区画線診断

試行結果の検証

（わだち掘れ計測結果収集等）

本格運用開始（予定）

3月 4月

令和４年度 令和５年度

10月 11月 12月 1月 2月 5月6月 7月 8月 9月

■試行対象延長

区間延長：約６２０ｋｍ

※車線延長：約１，３７０ｋｍ

3



Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

（５）低温ひび割れ詳細調査（案）について

資料5

「積雪寒冷地における道路舗装の長寿命化と予防保全に関する検討委員会」
【第３回 検討委員会】



◆ 低温ひび割れ（横断方向） 詳細調査（案）

【低温ひび割れ詳細調査】（案）

・調査実施地域：道東（釧路・帯広・網走）
・調査実施箇所：２～３カ所 （縦1.0m×横1.0m×舗装厚）
・調査時期：９月～１１月
・調査項目：FWD調査、コア抜き、開削目視

【平面図】（案）

【開削状況】（例）

1低温ひび割れ

損傷形態
・横断方向に、ほぼ一定間隔に発生、経年的に増える。

・急激な温度低下に伴う舗装体の収縮に起因し、極めて
寒冷な地域に多く発生

調査目的
・第１回の検討委員会で積雪寒冷地特有の舗装損傷と
して紹介

・これまで、低温ひび割れ箇所を開削し、詳細調査を実
施した事例が無いことから、メカニズム等を把握し、耐久
性の高い舗装技術または耐久性の高い補修技術に
フィードバック出来る調査となることを目的として、本委
員会に提案



◆ 開削調査予定箇所 ①

【釧路】一般国道274号 白糠町左股 ＫＰ＝303,000 2



【帯広】一般国道336号 豊頃町長節 ＫＰ＝134,880

◆ 開削調査予定箇所 ②
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【網走】一般国道39号 北見市端野 ＫＰ＝170,200

◆ 開削調査予定箇所 ③

4


